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 子供たちが、ICTを学校生活の中で日常的に使えるようにしていくことや子供が自分の

やりたいことに対して自分で選んだり、決めたりしながら学習していけるような、私たちの

授業の工夫を今後も続けていきましょう。 

パネルディスカッション（発表内容一部抜粋） 
【寺津小学校】 

 寺津小学校では、「学習場面で子供が自己選択する

こと」、「くらしの中で子供が自己決定すること」の

大切さを教職員や子供と共有してきました。その理

念を支えるツールとしてタブレットがあります。教

科等によらない汎用的な活用やロイロノートをはじ

めとする様々なツールを使った探究型学習を通し

て、子供が自分の学びに対して必要感をもって振り

返ったり、調整したりするなど、自己の学びを自ら

つくっていく姿が見られるようになりました。 

 

【戸沢学園】 

ICT教育を推進するにあたって、大きく３つの工夫

をしてきました。１つ目は機器の不備への対応です。

GIGA スクールサポーターなどの協力を得て、円滑に

導入し実践できるようにしました。２つ目は教職員

の温度差を小さくする「ICTだより」の発行です。年

間で７０号近く発刊し、具体的な実践例を共有しま

した。3つ目は、情報活用能力体系表の作成です。内

容を整理し、各学年でどんな力の育成を目指すのか

を具体的に示し、系統性を見通せるようにしました。 

体験展示ブース 

令和４年７月４日（月）、山形テルサで「山形県 ICT活用促進フォーラム」が開催されました。 

【鶴岡市教育委員会】 

 各学校が GIGA スクール構想に対応し、教職員や子供たちがタブレットを気持ちよく活用できるように、委

員会として大きく２つのバックアップを行いました。それが「情報共有」と「研修」です。令和 2年度と令和

3 年度の 2 年間は、いずれも「ICT 活用出前研修」を市内３７小・中学校すべてにおいて実施しました。また

タブレット活用ルールや持ち帰りリーフレット、タブレットを活用した生活・学習支援ガイド等、様々な情報

をいち早く共有し、いつでもどこでも安心してタブレットを使った学習ができるように支援してきました。 

各メーカーの端末アプリについて、企業の担当者

が操作をしながら直接説明してくださいました。 

【先生方にこれから挑戦してもらいたいことについて】 

①ICT は日常化を目指して活用していくこと ②授業は少しずつ子供たちに任せること 

【一人一台端末について】  

〇学びの主体者としての子供たちが、それぞれで自ら学びをつくっていくときに役に立つ手段として、大いに力を発揮す 

るもの。 

〇各々のペースで、その子のニーズやその場の状況に応じて、自分の解決したいことに迫る道具として使うことが大切。 

▲一斉に決められたやり方で同じことをすることにはあまり有効ではない。 

【なぜ、授業を少しずつ子供たちに任せるのかについて】 

〇任された子供たちは、自分なりに必要な情報を整理して、それを組み立てていくことができる。 

〇結果に納得がいかない時は、手続きを自らふり返る主体的な子供の姿も見られるようになる。 

〇より分かりやすく情報を整理する手段として思考ツールを使ってみたくなったり、情報の集め方を工夫するようになっ 

たり、相手に伝えるためにどうすればよいか考えるようになったりするなどの姿も見られるようになる。 

【子供たちに授業を任せる際のポイントについて】 

〇教師は、子供たちと、学習の流れや目的を共有する。 

〇子供たちそれぞれが自由度の高い状況で学べるようにし、授業者は「子供に任せる」という姿勢をもつ。 

一人一台端末を自由に使えるこのような学習の繰り返しの中で、子供たちの情報活用能力が高まり、学びを自分でつく 

り、自己調整しながら進めていけるようになっていく。教師の視点に立って考えると、「子供に任せること」を意識す 

ることで、子供を観察し、見取る時間が増えていく。子供が何を考え、どんなつまずきがあるのか、子供一人一人の学 

びの姿がより見えるようになってくる。すると教師からの個別のはたらきかけも自然と変わり、子供にとっての「深い 

学び」につなげていくこともできるようになる。 
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